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気候変動リスク・機会に対する

サステナビリティビジネスモデルを通じた取り組み

2023年11月28日

株式会社ブリヂストン

G環境戦略推進部

中島 勇介
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ブリヂストンについて

世界中で事業を展開し、ヒト・モノの移動と動きを支え続けている

“タイヤ・ゴム業界のグローバルリーディングカンパニー”

事業概要

連結売上収益

タイヤ・ゴム事業 / ソリューション事業 /  多角化事業

4兆1,101億円 (2022年12月期）

タイヤ事業
化工品・
多角化事業

取締役
代表執行役 Global CEO

石橋秀一

変わらぬ使命を胸に、

“攻め”と“挑戦”の姿勢で

サステナブルなソリューションカンパニーへと進化し、

ヒト・モノの移動と動きを支え続ける

（合計 177万t）

2022

45

24

2022

57
35
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2030年 長期戦略アスピレーション（実現したい姿）：戦略マップ
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気候変動リスク・機会の特定と対応
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TCFD/TNFD対応に向けたアプローチ

気候変動・自然資本

との関係性の整理
シナリオ分析 リスク・機会の特定

地域性を

踏まえた

詳細評価

目標設定、

対策検討

ビジネスモデルへの統合、

PDCAによる実行化、

情報開示
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当社グループの事業活動と生物多様性・自然資本との関係性マップ（タイヤ事業）

※国連環境計画世界自然保全モニタリングセンター（UNEP-WCMC）他の「ENCORE」及び一般社団法人企業と生物多様性イニシアティブ (JBIB) の「企業と生物多様性の関係性マップ®」を参考に当社にて作成。
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TCFD/TNFDに沿ったシナリオ分析によるリスク、機会の特定

気候変動(TCFD)と自然資本(TNFD)を統合したシナリオ分析を試行し、当社の事業に関わるリスク及びビジネス機会を特定

事業環境

気候変動・
自然劣化により
「物理的」に変化

した場合

脱炭素・自然
回復に向けて
「移行」した場合

気候変動(TCFD) 自然資本(TNFD)

現行の延長で4℃まで
気温が上昇し続ける世界

➢ 干ばつ/渇水深刻化、農業適作地の
変化

➢ 大雨頻度倍増､水害増

➢ 猛暑日の増加、積雪減少、海面上昇

➢ 病害虫増加 など

現行の延長で自然が
劣化し続ける世界

➢ 森林面積/自然生態系が約3億ha

減少または劣化

➢ 海域・陸域へのプラスチック汚染
割合約3倍

➢ 陸域の化学肥料等による汚染大
幅増  など

カーボンニュートラル化により
1.5℃/2℃に気温上昇が抑えられる世界

➢ 2030年CO2半減､2050年までにカーボン
ニュートラル

➢ カーボンプライシング $200~250/トンCO2

➢ EV・FCV比率100％

➢ 石炭廃止､石油・ガス新規開発停止 など

政策強化により自然が
回復に向かう世界

➢ 2030年までに陸・海の30％が
保護地域等により保全

➢ 全ての林業・農業が持続可能に

➢ プラチック汚染ゼロ化

➢ 生物多様性へのマイナスの影響
を半減し､プラスの影響に

➢ 農薬､肥料の大幅削減 など

物理的リスク

移行リスク

ビジネス機会

急性
リスク

慢性
リスク

政策・
法規制
リスク

技術
リスク

市場
リスク

評判
リスク

資源の
効率性

エネルギー
源

製品・
サービス

市場

強靭性

・プロセス効率化
・リサイクル活用 
など

・低炭素エネル
ギー源の利用

・政策的インセン
ティブ利用 など

・低炭素商品・
サービスの拡大

・研究開発・イノ
ベーション など

・新規市場へのア
クセス

・公的セクターの
インセンティブ 
など

・再エネプログラ
ム､省エネ対策

・資源の代替・多
様化 など

・異常気象の深刻
化・増加 など

・平均気温や海面
上昇による影響
など

・規制の強化､情
報開示義務の
拡大 など

・既存技術の低炭
素技術への入れ
替え など

・消費者行動の変
化､原材料コスト
の上昇 など

・消費者選好の変
化､ステークホル
ダーからの要求
増加 など
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気候変動、自然資本に関わる物理リスク、移行リスク及び機会

リスク 機会

物理リスク・機会

• 台風の大型化、洪水や渇水の発生頻度の増加による

事業活動中断のリスク

• 降雨パターンの変化に伴う天然ゴムの収穫不良による原材

料調達に関するリスク

• 降雪量の減少により冬タイヤの需要が減少するリスク

• 熱帯地域に偏在するパラゴムノキ由来の天然ゴムの

収穫不良に伴う、乾燥地帯で育つグアユール由来の

天然ゴムの事業化機会

移行リスク・機会

• 気候変動や自然資本損失のために制度・規制などの導入

が進む際、社会や顧客の急速なニーズ変化に対して研究

開発費を十分な事業成長に結びつけることができない場合

における事業活動の制約やコストの上昇など、業績や財務

状態に悪影響を及ぼすリスク
（炭素税やCO2排出削減義務・排出量取引制度、タイヤの低燃費性能

に関する制度・規制、使用済タイヤのリサイクルに関する制度・規制、取水

に関する制度・規制、持続可能な天然ゴムに関する制度・規制など）

• モビリティニーズの変化に伴う競争要因変化に伴う機会
（EV向けタイヤの需要増加、お客様のCO2排出量削減に貢献する

タイヤ及びソリューションの需要増加等)

• 使用済タイヤのリサイクルに関する規制地域拡大に伴

うリサイクル事業の事業化機会
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水リスクの分析

➢ WRI の水リスクの分析ツール Aqueduct などを利用して、国内外の事業拠点で水資源に関するリスクアセスメントを実施、水ストレスなどリスクの高いと判定された

拠点は現地での詳細調査を実施し、リスクレベルを精査

2023年6月時点でインド、インドネシア、中国などの9拠点が、「非常に水リスクが高い」流域に立地
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リスクの詳細評価とウォータースチュワードシッププランの策定

地域レベルの

情報収集
(水使用、水供給/制約の

トレンド等)

拠点における

水リスクの特定
2030年目標設定

(リスクが大きい場合)
対応策の検討

実行計画策定必要に応じて予算化計画の実行進捗の評価

ウォータースチュワードシッププランの実行

地域性を加味したウォーター

スチュワードシッププランの策定
地域の水事情の理解

Start

必要に応じて定期的に計画の見直し
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水リスク対応事例

工場における排水のクローズド化

北九州工場では、排水クローズド

化を進め、水の循環利用を推進

(水の8割を循環利用)

雨水の活用

降水量が比較的多いタイのカー

ボンブラック工場では、雨水を工

程用水や敷地内の植物への灌

水に使用するなどして有効活用

水ストレス地域に位置するアルゼンチン工場

では、隣接するセメントメーカーとパートナー

シップを結び、工場排水をセメント製造の原

材料として再利用することで、地域全体とし

ての取水量削減に貢献

排水ゼロ工場

インドのタイヤ工場では、工程排水と生活
排水を処理する排水処理施設を導入し、
敷地内の植物への灌水で再利用

近隣工場と連携した地域全体の取水削減の取り組み

ブリヂストン
アルゼンチン
工場

セメント
工場
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機会の活用の取り組み例
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サステナビリティビジネスモデルの進化：“ネイチャーポジティブ”に向けて、より循環型・再生型のビジネスモデルへ

  “カーボンニュートラル化 + サーキュラーエコノミーの実現”

2030 CO2排出量 ▲50% (2011年対比)、 排出量の5倍以上の削減貢献

2050 カーボンニュートラル化

合成ゴム

カーボンブラック

リトレッド

使用

使う  ソリューション事業

◼ TRWP*対応推進

（ロングライフ商品・

ソリューション連動）

◼ リトレッド

◼ トラック・バス／鉱山／

航空ソリューション

天然ゴム

変革

2030 再生資源・再生可能資源率 40%

2050 100%サステナブルマテリアル化

軽減

◼ “新たなプレミアム“

 ENLITENビジネス戦略

販売

◼ 再生可能エネルギー(電力) 比率拡大

◼ グリーン＆スマート工場推進

商品戦略と連動した開発・調達

◼ 天然ゴム事業

• 成長速度の速いエリートツリーの導入 

• 自社農園保有、小規模農家支援

• リベリア農園：ISO14001認証取得

生産

◼ 再生資源・再生可能資源比率向上に向けた材料開発

⇒自然共生に向けたアプローチ強化

◼ サステナブル調達活動：サプライヤーエンゲージメント強化

■ 水資源を大切に使う：

ウォータースチュワードシッププラン

創って売る  プレミアムタイヤ事業
回避

復元・

再生

◼ 再生カーボンブラックの利用拡大

- タイヤ業界での連携

                                              など

◼ グアユール事業

• 天然ゴム資源の多様化

• 乾燥地帯・少ない水で栽培可能

  荒廃地緑化

EVERTIRE INITIAVE

◼ 共創をベースに

    使用済タイヤを合成ゴムの素原料

などへリサイクル推進

戻す  リサイクル事業

*TRWP＝Tire & Road Wear Particles
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